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高萩市市民憲章昭和49年1 1月1日制定

1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り‘明るいまちをつくりましょう

I礼儀を正しくし‘うるおい⑱あるまちをつくりましよ

1元気で働き豊かなまちをつくりましよこ

1 思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう
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▲実りの秋を肌で感じている子どもたち
１
３
Ｊ

食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

読
書
の
秋
、
そ
し
て
実
り
の
秋
．
：
…
。

秋
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
ば
が
あ
っ
て
、
そ

れ
だ
け
楽
し
み
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

松
岡
小
学
校
の
西
側
に
あ
る
ブ
ド
ウ
園
で
は

四
年
前
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
と
り
寄
せ

た
、
約
七
十
本
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ッ
を
植
え
て

園
の
半
分
以
上
が
キ
ウ
イ
畑
に
変
身
、
枝
も
た

わ
わ
に
、
た
く
さ
ん
の
キ
ウ
イ
が
甘
い
香
り
を

放
っ
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
の
木
は
、
八
十
年
に
も
な
る
古
い
も

の
で
す
が
、
手
入
れ
が
た
い
へ
ん
。
そ
れ
で
同

じ
棚
を
利
用
し
て
キ
ウ
イ
の
栽
培
を
は
じ
め
ま

し
た
。キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ッ
は
、
日
本
と
気
候
・
風
土

が
よ
く
似
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
主
産

地
、
イ
チ
ゴ
と
メ
ロ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う

な
美
味
で
、
フ
ル
ー
ツ
の
女
王
と
言
わ
れ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
み
か
ん
の
約
三
倍
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
．
肥
満
防
止
に
も
効
果
が
あ
り
、
健
康
果
実

美
容
食
と
し
て
消
費
は
急
増
中
、
園
の
人
は
、

「
キ
ウ
イ
は
寒
さ
に
弱
く
、
虫
も
つ
き
や
す
い
。

消
毒
な
ど
た
い
へ
ん
で
す
が
、
打
ち
こ
め
る
仕

事
が
あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
よ
。
」
と
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

甘
い
香
り
が

《
い
っ
ぱ
い
）
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▲列車に乗り込む市民のみなさん ▲元気で駅前に集合▲出発前のテープカット

九
月
二
十
日
㈲
第
十
五
回
高
萩
市

民
号
が
、
両
国
の
新
国
技
館
に
む
け
て

実
施
さ
れ
、
五
百
一
名
の
市
民
の
み
な

さ
ん
が
参
加
、
皇
居
、
浅
草
観
音
参
拝

の
あ
と
十
三
日
目
を
む
か
え
た
大
相
撲

秋
場
所
を
観
戦
し
ま
し
た
。

新
国
技
館
で
は
、
若
い
伸
び
ざ
か
り

の
人
気
力
士
に
応
援
が
集
中
、
取
り
組

み
の
一
番
ご
と
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
大

●
■
。
●

歓
声
と
ど
よ
め
き
に
包
ま
れ
、
幕
下
、

十
両
、
中
入
後
と
三
時
間
余
に
わ
た
る

手
に
汗
に
ぎ
る
大
相
撲
観
戦
を
楽
し
み

ま
し
た
。

新
国
技
館

新
国
技
館
は
、
五
十
九
年
十
一
月
に

完
成
、
地
上
二
階
、
地
下
三
階
、
延
床

面
積
三
五
、
三
四
二
㎡
、
一
万
一
千
余
人

を
収
容
、
相
撲
協
会
本
部
、
相
撲
博
物

館
、
相
撲
教
習
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
土
俵
を
地
下
に
沈
め
て
四
○

ｍ
四
方
の
広
さ
を
も
つ
平
面
会
場
を
作

り
、
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の

で
き
る
多
目
的
な
用
途
を
も
っ
た
近
代

的
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
に
汗
に
ぎ
る
大
相
撲

～
第
十
五
回
高
萩
市
民
号
～

五

言

一

１
１

（
）

私
は
、
若
手
で
は
、
大
乃
国
と
北
尾
、
古

い
と
こ
ろ
で
は
、
千
代
の
富
士
と
北
天

佑
の
フ
ァ
ン
で
す
。
テ
レ
ビ
で
見
る
よ

り
血
色
が
よ
く
て
、
き
れ
い
で
し
た
ね
。

欲
を
言
え
ば
、
せ
っ
か
く
国
技
館
ま

で
来
た
ん
で
す
か
ら
、
も
う
少
し
お
金

を
出
し
て
も
、
土
俵
の
近
く
で
見
た
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

国
技
館
で
の
大
相
撲
観
戦
は
私
も
初

め
て
で
し
た
が
、
雰
囲
気
も
盛
り
あ
が

っ
て
よ
か
っ
た
で
す
よ
。

は
じ
め
て
の
両
国
新
国
技
館
、
外
か

ら
見
て
も
、
中
に
入
っ
て
も
、
ほ
ん
と

う
に
立
派
な
建
物
で
す
ば
ら
し
か
っ
た

で
す
。き

ょ
う
は
、
お
ば
あ
さ
ん
を
連
れ
て

常
会
の
み
な
さ
ん
と
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
、
若
島
津
の
フ
ァ
ン
。
一
生
懸
命

応
援
し
た
ん
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

き
よ
》
７
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
と
は
ま
た
違
っ
た
迫
力
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
。
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昭
和
六
十
年
第
三
回
高
萩
市
議
会
定

例
会
は
、
九
月
十
日
に
開
会
し
、
九
日

間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
九
月
十

八
日
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に

関
す
る
も
の
－
件
、
報
告
に
関
す
る
も

の
二
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
三
件
、

予
算
に
関
す
る
も
の
三
件
、
そ
の
他
二

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
人
事
〕

○
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
は
、
佐
川
弘
己
氏
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

〔
報
告
〕

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

以
上
二
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
営

企
業
法
第
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
企
業
会
計
の

決
算
を
議
会
の
認
定
に
付
し
た
も
の
で

す
。〔

条
例
〕

市
議
会
だ
よ
り

第
三
回
市
議
会
定
例
会

○
高
萩
市
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の

貸
付
基
準
額
の
改
正
に
よ
る
条
例
の
改

正
で
す
。

○
高
萩
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
実
施

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の

家
庭
奉
仕
貝
派
遣
事
業
費
用
負
担
基
準

の
改
正
に
よ
る
条
例
の
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の
貸

付
基
準
額
の
改
正
に
よ
る
条
例
の
改
正

で
す
。

〔
予
算
〕

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

〔
そ
の
他
〕

○
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
は
、
広
域
下
水
道
組
合
の
事
務
所
の

位
置
を
改
め
る
た
め
の
議
会
の
議
決

○
高
萩
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
は

旧
県
道
の
移
管
に
伴
い
、
道
路
法
の
規

定
に
よ
り
、
市
道
と
し
て
の
認
定

二
般
質
問
要
旨
〕

○
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て○
高
額
療
養
費
の
「
受
領
委
任
」
制
度

に
つ
い
て 唾

○
高
萩
市
市
街
地
整
備
基
本
計
画
（
概

要
）
に
お
け
る
計
画
道
路
三
・
三
・
九

号
線
と
通
学
路
の
関
係
に
つ
い
て

○
学
校
プ
ー
ル
の
管
理
並
び
に
増
設
に

つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
つ

い
て

○
基
本
構
想
と
市
街
地
整
備
基
本
計
画

に
つ
い
て

○
指
名
停
止
指
導
要
綱
に
つ
い
て

○
養
護
学
校
の
誘
致
に
つ
い
て

〔
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〕

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
市
道
認
定
並
び
に
舗
装
に
関
す
る
陳

情○
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
補
助

の
増
額
を
求
め
る
陳
情

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
大
型
間
接
税
導
入
に
反
対
す
る
陳
情

○
戦
争
と
暗
黒
政
治
へ
の
道
を
ひ
ら
く

「
国
家
機
密
法
案
」
に
反
対
す
る
陳
情

○
老
人
医
療
無
料
制
度
の
復
活
を
求
め

る
陳
情

○
健
康
保
険
本
人
の
十
割
給
付
復
活
を

求
め
る
陳
情

○
高
額
医
療
費
受
領
委
任
の
普
及
を
求

め
る
陳
情

※
取
り
下
げ
た
も
の

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
適
用
の
復
元

を
求
め
る
請
願

（
議
会
事
務
局
）
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五
十
九
年
度
か
ら
一
一
か
年
継
続
事
業
と
し
て
建
設
し
て

い
た
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
の
伊
師
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
管
理
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
国
道
六
号
線
沿
い
の
十
王
町
大
字
伊
師
一
一
一
一

一
一
○
番
地
で
、
九
月
十
八
日
㈱
に
移
転
し
、
業
務
を
開
始

伊
師
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
棟
完
成

議
霞
躍
蕊
籠
潅
蕊
霞
蕊
薩
堰
慶
一
穰
一
達
一
艤
霊
蕊

蝉轄……

蕊蕊鷺熱溌燕蕊 識

▲完成した伊師浄化センターの管理棟

し
ま
し
た
。
こ
の
伊
師
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
《
地
上
二
階
、
建
築
面
積

一
一
一
五
三
・
’
’
九
２
ｍ
、
延
床
面
積
二
三
○
四
・
三
○
㎡
、

工
費
五
億
三
千
万
円
で
建
設
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
中
枢

と
な
る
施
設
で
す
。
丑
㈹
三
一
一
’
五
五
九
五

位置図

念一N

マ

且
（至日立 国道6号線 至平）
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荘
智
三
嘩
溌

初
め
に
、
中
央
公
民
館
で
茨
城
県
郷

土
文
化
研
究
会
会
員
の
長
久
保
光
明
先

生
か
ら
「
陸
前
浜
街
道
」
の
変
遷
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

十
王
町
の
一
里
塚
か
ら
北
茨
城
市
境
ま

で
を
見
学
、
途
中
数
か
所
で
実
際
に
歩

芸術文化講座

「陸前浜街道の史的考察」
ｰ

し
古
い
道
を
歩
き
な
が
ら
学
ぶ

当
市
の
中
心
部
を

は
し
る
旧
国
道
六
号

は
、
そ
の
昔
「
陸
前
浜

街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
九
月
八
日

㈲
に
、
こ
の
古
い
道

を
実
際
に
歩
き
な
が

ら
、
郷
土
の
歴
史
を

学
ぼ
う
と
三
十
七
人

の
か
た
が
参
加
し
て

「
陸
前
浜
街
道
の
史

的
考
察
」
の
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
声
を
積
極
的
に
行

政
に
反
映
さ
せ
、
市
と
市
民
の
相
互
理

解
と
親
密
化
を
図
り
、
市
民
と
共
に
市

政
を
進
め
る
た
め
に
、
毎
年
二
十
名
の

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
五
月
二
十
三
日
附
の
第
一

回
市
政
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
に
続
き
、

九
月
二
十
四
日
㈹
に
市
内
の
施
設
見
学

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
域
行
政
、
教
育
、
福
祉
関
係
施
設

第
一
浄
水
場
な
ど
を
見
学
、
こ
れ
か
ら

の
市
政
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
役
立
て
よ
う

と
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
一
生
懸
命

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
ｃ

い
て
、
古
い
町
並
が
残
る
あ
た
り
で
は

昔
の
旅
人
の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

…
市
政
モ
ニ
タ
ー

施
設
見
学
会

溌議蕊

▲熱心に説明をうける
4のみなさんモニタ



新
た
な
関
心
が
わ
き
ま
し
た
。

何
気
な
く
眺
め
て
い
た
樹
木
や
夏
草
の
中
に
、

全
国
で
も
南
限
、
北
限
に
近
い
壹
菫
な
植
物
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に

八
月
一
一
十
日
㈲
高
一
Ｐ
子
ど
も
会
会
員
や
父

兄
等
約
六
十
人
が
参
加
し
て
、
「
チ
ビ
ッ
コ
ふ
る

さ
と
観
察
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
、

屋

上

ふ
る
さ
と
に
新
た
な
関
心

噸蕊

識蕊八
識

…鴇 篭溌

介護の実技指導

8月27日(災） 市民センタ で，ねたき

りのお年寄りを自宅で介護している家族

のかたがたを対象に，介護の実技指導や

体験談の発表などを行う介護者研修会が

行われました。当日は，約40人のかたが

参加，みなさん真剣なまなざしで取り組

んでいました。

F

嘩
鐡
蟻
蕊
簿

一

一

蝿

蕊灘蕊議溌
奄一

県北地区大会をめざして

9月11日（水） 市営野球場で，第3回茨

城県高齢者クロッケー・ゲートボール県

北地区大会の代表チームを決める市の予

選大会が約150人の参加者で行われまし

た。成續○クロッケーの部参加8チー

ム，優勝上島名，準優勝南松寿会

○ゲートボールの部参加4チーム，優

勝上島名，準優勝島名

マ
マ
さ
ん
ハ
ッ
ス
ル

九
月
八
日
⑧
市
民
体
育
館
で
第
十
八
回
高

萩
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
十
四
チ

ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
績

優
勝
島
名
、
準
優
勝
本
町
、
第
三
位
駒

木
原
・
東
本
町
肥
前
町

婦辮

ー

九
月
十
五
日
高
萩
テ
ー
ー
ス
コ
ー
ト
（
高
浜

町
）
で
第
六
回
市
民
テ
ニ
ス
大
会
が
行
わ
れ
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
テ
ニ
ス
大
会

チャリティゴルフ大会

9月16日（月） 高萩カントリークラブで

高萩ライオンズクラブ主催の第7回チャ

リティゴルフ大会が280名の参加で行

われました。成續（敬称略）優勝野木

秀雄，準優勝石井幸一， 3位菊地

正，ベストグロス棚谷稔（71）

鷲…

驚鍛耀繍鵜

5
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E業団地を訪怒玉
篝薑

釦

二

二

戸

騨

壺

一

～企業紹介～
②

株式会社安藤鐵工所

；
ダ

（…

社長安藤七郎さん
株式会社安藤鐵工所

住 所高萩市上手綱字朝山3,333-24

（手綱工業団地）

資本金 5千万円

主な製品名建設機械及び石油フ・ラント等

の大型鍛造リング品

敷地面積38,573㎡

建物面積 4,559㎡

社員数40名

操業開始55年10月

東京都在住，奥さんと二人暮らし。二

人の娘さんは既に嫁いで，三人のお孫さ

んがいます。

趣味は， ゴルフと書道で，特に書道の

腕前はなかなかのものとか。

「毎月高萩に来ています。これから近

い将来の新しい計画作りをはじめようと

しているところです｡」

株
式
会
社
安
藤
鐵
工
所
は
、
大
正
六

年
に
江
東
区
深
川
に
て
創
業
、
今
年
六

十
八
周
年
を
迎
え
た
会
社
で
す
。

大
田
区
に
本
社
が
あ
り
、
大
阪
に
は

営
業
所
が
あ
り
ま
す
。
工
場
は
、
五
十

五
年
十
月
の
高
萩
工
場
操
業
開
始
（
素

｛
）

材
生
産
部
門
の
稼
動
開
始
）
ま
で
は
、

大
田
区
に
羽
田
工
場
が
あ
り
ま
し
た
が

高
萩
工
場
操
業
開
始
と
と
も
に
閉
鎖
、

す
べ
て
を
移
転
、
五
十
七
年
十
二
月
に
は

一
貫
し
た
生
産
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
よ
り
前
、
四
十
八
年
、
千
葉
県

木
更
津
市
に
新
工
場
建
設
の
計
画
が
あ

り
ま
し
た
が
、
難
航
し
て
い
る
間
に
、

地
域
整
備
公
団
の
紹
介
に
よ
り
、
五
十

四
年
八
月
に
高
萩
市
へ
の
進
出
が
決
ま

り
翌
年
十
月
に
は
、
操
業
開
始
と
話
が

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
み
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
工
場
拠
点
は
高
萩
と
な
り
ま
す
。

主
な
製
品
の
建
設
機
械
及
び
石
油
プ

ラ
ン
ト
等
の
大
型
鍛
造
リ
ン
グ
品
と
は

例
を
あ
げ
る
と
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ク

レ
ー
ン
車
な
ど
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
部
分
と

本
体
部
分
の
接
続
箇
所
を
回
転
さ
せ
る

装
置
（
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
）
の
大
型
ベ

ア
リ
ン
グ
素
材
の
こ
と
で
す
。

社
員
は
、
現
在
四
十
名
、
そ
の
う
ち

の
四
分
の
三
、
約
三
十
名
が
地
元
採
用

者
、
平
均
年
令
も
三
十
歳
未
満
で
、
若

い
社
員
が
多
い
こ
と
が
目
立
ち
ま
す
。

安
藤
社
長
は
、
「
地
元
の
採
用
者
が
多

い
会
社
な
の
で
、
生
産
部
門
に
力
を
入

れ
な
が
ら
、
地
域
と
の
密
接
な
関
係
を

保
ち
、
深
め
な
が
ら
会
社
の
発
展
を
図

っ
て
い
き
た
い
Ｉ
四
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
講
習
会

八
月
三
十
一
日
出
図
書
館
で
、
教

育
委
員
会
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
１
王

催
に
よ
り
、
最
近
各
職
場
に
お
い
て
急

溌
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で

み
ご
と
準
優
勝
二
十
分
団

九
月
七
日
出
日
立
電
線
豊
浦
グ
ラ

ン
ド
で
、
「
第
三
十
六
回
茨
城
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
日
立
地
区
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
高
萩
市
か
ら
は
五
分
団
、

二
十
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
む
け
て
鍛
え
た
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
、
緊
張
の
な
か
に
も
白
熱

し
た
操
法
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

成
續

小
型
ポ
ン
プ
操
法

準
優
勝
二
十
分
団
（
大
能
）

ポ
ン
プ
車
操
法

三
位
五
分
団
（
北
方
）

こ
の
大
会
は
、
毎
年
九
月
に
開
催
さ

れ
、
準
優
勝
は
五
十
七
年
の
十
七
分
団

I（

）

6

▲なかなかむずかしいわ

（
上
君
田
）
以
来
三
年
ぶ
り
の
こ
と
で

す
。

ま
た
、
市
内
に
は
二
十
一
の
分
団
が

あ
り
（
分
団
員
数
三
百
四
十
人
）
、
そ
の

う
ち
七
つ
の
分
団
が
ポ
ン
プ
車
、
十
四

の
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
と
な
っ
て
お
り
、

毎
年
交
替
で
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い

土
手
半
。
／
○

速
に
普
及
中
の
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
、
終
始
熱

心
に
二
十
名
の
か
た
が
学
習
し
ま
し
た

参
加
者
の
声
渡
辺
妙
子
さ
ん

安
良
川
（
主
婦
）

「
今
は
、
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
仕
事

を
休
ん
で
い
ま
す
が
、
私
は
自
宅
で
和

文
タ
イ
プ
の
下
請
け
を
し
て
い
た
ん
で

す
。
で
も
、
い
ず
れ
ワ
ー
プ
ロ
に
代
わ

り
そ
う
だ
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

あ
ま
り
話
な
ど
を
せ
ず
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
よ
。
」

I

▲準優勝した20分団のみなさん

6



九
月
十
日
、
十
一
日
の
両
日
、
敬
老

の
日
を
前
に
、
今
年
八
十
五
歳
に
な
っ

た
お
年
寄
り
に
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
の
各
種
婦
人
団
体
の

み
な
さ
ん
（
約
二
十
五
人
）
が
、
裁
断

か
ら
縫
製
ま
で
全
部
自
分
た
ち
の
手
で

作
っ
た
座
ぶ
と
ん
を
、
八
十
五
歳
を
迎

え
た
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
を
訪
ね
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
で
す
。

・
市
内
で
今
年
八
十
五
歳
を
迎
え
た
お

年
寄
り
は
四
十
三
人
、
ま
ど
こ
ろ
の
こ

も
っ
た
座
ぶ
と
ん
を
、
う
れ
し
そ
う
に

受
け
と
っ
て
い
ま
し
た
。

人
口
の
高
齢
化
は
着
々
と
進
み
、
市

内
で
は
、
六
十
歳
以
上
が
五
千
五
百
二

十
七
人
、
六
十
五
歳
以
上
、
三
千
七
百

二
十
七
人
、
七
十
歳
以
上
、
二
千
三
百

三
十
二
人
、
八
十
五
歳
以
上
は
、
百
八

手
づ
く
り
の
温
か
さ

伝
え
ま
す

▲まどころをこめて

十
九
人
（
七
月
一
日
現
在
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

長
生
き
さ
れ
る
よ
う
、
温
か
い
目
で
見
守

っ
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
北
支
部
の
、

「
三
世
代
の
集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
こ
の
集
い

に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

三
百
人
が
集
ま
り
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
に
は
負
け
ら
れ
ん
／
，
と
元

気
い
っ
ぱ
い
。

こ
の
日
は
ま
た
一
段
と
若
返
っ
た
よ

う
で
す
。

若
返
っ
た
み
た
い
ね
Ｊ
、

お
じ
い
さ
ん

東
地
区
北
支
部
で

「
三
世
代
の
集
い
」

九
月
八
日
側
、
東
小
学
校
校
庭
で
、

一
》

▲まだ負けられないよ

可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
田

二

一

り
く
べ
な
は
（
端
出
之
縄
）
の
な
よ

こ

一

一
様
し
（
鰡
）
の
か
し
ら
、
ひ
い
ら
ぎ
ら
、
ｑ
八
幡
宮
の
境
内
社
に
も
素
講
神
社
が
あ
る
一

堂

一

枠

い
か
に
ぞ
と
い
ひ
あ
へ
な
る
。

一
舗
倦
》
⑤
諄
し
め
縄
に
鱸
の
頭
や
柊
《
ひ
い
ら
ぎ
）

く

と
あ
り
、
当
時
、
都
で
は
元
日
に
門
の

二

一
緬
民
＆
承
る
。
今
日
、
節
分
に
鵬
《
ぃ
約
し
》
鋤

な
ど
を
つ
け
て
飾
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

ご
胡
志
頭
と
柊
を
飾
る
習
俗
が
、
か
っ
て
は
大

一
高
と
晦
日
か
ら
一
兀
日
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い

一
丘

一
た
の
で
あ
る
。
柊
の
葉
を
門
口
に
つ
け

二

二
・

る
の
は
、
葉
の
突
起
で
鬼
の
目
を
突
く

一
冬
至
の
日
や
年
の
暮
れ
か
ら
元
日
に
た
め
と
い
わ
れ
る
。

二
か
け
て
の
追
傑
（
つ
い
な
）
、
祖
霊
迎
え
節
分
と
い
う
「
狂
言
」
に
も
、
節
分

一

一
の
習
俗
は
、
稲
作
と
と
も
に
中
国
か
ら
の
夜
に
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
の
島
か
ら

一

画
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
来
た
鬼
が
、
柊
で
目
を
し
っ
く
り
と
突
太
郎
は
、
多
く
の
も
の
を
散
ず
る
こ
と
一

一
「
土
佐
日
記
」
承
平
五
年
（
九
三
五
）
き
、
「
ア
ラ
目
ひ
い
ら
ぎ
や
」
と
い
っ
て
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
大
量
一

一
元
日
の
記
事
に
、
腹
を
立
て
た
話
が
み
え
る
。
節
分
と
い
に
と
り
入
れ
よ
う
と
い
う
き
わ
め
て
原
一

二
け
ふ
は
み
や
こ
の
み
ぞ
お
も
ひ
や
ら
え
ば
豆
ま
き
が
有
名
で
あ
る
。
節
分
に
始
的
思
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
一

一

一
る
る
ｏ
こ
へ
（
小
家
）
の
か
ど
の
し
豆
が
ま
か
れ
る
理
由
に
つ
い
て
和
歌
森
え
て
い
る
（
「
年
中
行
事
」
）
。
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
７

九
月
十
五
日
⑧
（
敬
老
の
日
）
市
民

体
育
館
で
、
第
二
十
回
高
萩
市
老
人
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
七
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
高
萩
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催
で
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
も
今
年
結
成
二
十
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

（
現
在
二
十
九
単
位
ク
ラ
ブ
）

こ
の
あ
と
、
老
人
を
中
心
に
各
世
代

老
人
福
祉
大
会
と

三
世
代
の
集
い
芸
能
発
表
会

が
共
通
の
場
に
集
い
、
お
互
い
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
健
康
の
保
持
と

…

ー

▲楽しく軽体操

生
き
が
い
を
高
め
よ
う
と
、
老
人
を
囲

む
三
世
代
の
集
い
芸
能
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
、
軽
ス

ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
軽
体
操
に

は
じ
ま
り
、
子
ど
も
会
の
み
な
さ
ん
の

お
は
や
し
、
日
舞
愛
好
会
の
日
本
舞
踊
、

高
萩
高
校
生
会
の
ゲ
ー
ム
、
各
老
人
ク

ラ
ブ
の
代
表
に
よ
る
芸
能
発
表
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
会
場
は
拍

手
か
っ
さ
い
、
三
世
代
の
交
流
に
よ
る

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

里
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佐藤里月さん

（安良川293）
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三

一
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三

三
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三

三

三
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三
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自
宅
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
く
か
た
わ
楽
以
外
の
こ
と
、
た
と
え
ば
、
花
嫁
修
川

３
ら
、
日
立
北
高
の
音
楽
の
先
生
（
非
常
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行
な
ど
も
し
て
み
川

１９２

勤
）
を
務
め
る
里
月
さ
ん
。

た
い
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

ｊ良
ピ
ア
ノ
は
、
五
歳
の
と
き
か
ら
習
い
お
料
理
が
好
き
で
、
お
味
噌
汁
や
お
川

安

始
め
、
水
戸
三
高
の
音
楽
科
か
ら
国
立
煮
し
め
、
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
が
得
意
、

Ｉ

音
楽
大
学
へ
と
音
楽
一
筋
に
。

あ
り
あ
わ
せ
の
材
料
で
い
ろ
い
ろ
挑
戦
川

ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
る
の
は
、
小
さ
し
ち
ゃ
う
。
「
ふ
つ
う
の
お
嫁
さ
ん
に
な
川

い
こ
ろ
か
ら
の
あ
こ
が
れ
で
し
た
。

る
の
が
夢
」
と
言
い
ま
す
。

去
年
の
三
月
、
音
楽
大
学
を
卒
業
す
Ｉ
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は

る
と
、
す
ぐ
自
宅
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
。
「
そ
う
で
す
ね
。
落
ち
こ
ま
な
い
こ
川

最
近
で
は
、
「
若
い
音
楽
家
た
ち
の
演
と
か
な
。
ま
あ
、
い
い
や
ノ
・
と
、
あ
ま
り
Ⅲ

奏
会
」
と
題
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
気
に
せ
ず
明
る
く
い
っ
ち
ゃ
う
。
」

す
る
な
ど
、
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
血
液
型
は
Ａ
型
、
笑
顔
の
す
て
き
な
、
川

ま
す
。

明
る
い
里
月
さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
を
増
や
し
て
、

ピ
ア
ノ
教
室
に
力
を
入
れ
る
一
方
、
音

一クイズ たかはぎあれこれ一

昭和48年に完成した花貫ダムは，全国でも数少な

い“海の見えるダム” として知られ，茨城観光百選

でも第2位に選ばれました。このダムは，総貯水量

288万tで，毎日の私たちの飲料水をはじめ，工業用

水，農業用水など多目的に利用されています。

さて， このダムの形式は次のうちどれでしょう。〆P=

ー

アーチ式

重力式

中空重力式

１
２
３

答えのわかったかたは，市民活動課広報広聴係ま

ではがきでお知らせください。正解者（1名）は市

報11月号で紹介し，粗品を差し上げます。

また，高萩に関するクイズで， 出題や解答が広く

市を紹介するような問題がありましたら， あわせて

お知らせください。

みなさんの応募をお待ちしています。

ノ

高
萩
市
民
合
唱
団
（
代
表
若
松
健
一

さ
ん
）
は
、
五
十
一
年
六
月
に
結
成
さ

れ
、
今
年
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
主
な
活
動
は
、
五
月
十
一
日

出
に
茨
城
ア
カ
デ
ミ
ー
と
と
も
に
万
博

会
場
の
茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン
お
ま
つ
り
広

場
に
出
演
、
ま
た
、
七
月
一
日
側
に
は

県
の
合
唱
祭
に
、
北
茨
城
市
民
合
唱
団

と
と
も
に
筑
波
の
ノ
バ
ホ
ー
ル
で
「
海

」
つ
催
』

の
詩
」
を
歌
い
ま
し
た
。
「
県
の
合
唱
祭

は
、
い
ま
ま
で
で
一
番
良
く
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
」
と
団
員
の
み
な
さ
ん
は

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、
十
一
月
二
十

み
ん
な
で
歌
え
ば

こ
わ
く
な
い
ノ
．

（
》

高
萩
市
民
合
唱
団▲茨城県合唱祭指揮・川和勝男先生(高中）

ピアノ・石田律子さん

三
日
出
の
市
民
音
楽
祭
、
十
二
月
一
日

も
も
え

㈲
の
益
子
百
栄
先
生
の
ピ
ア
ノ
発
表
会

と
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
予
定
が
ギ

ッ
シ
リ
、
い
ず
れ
も
文
化
会
館
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
成
当
時
約
四
十
人
い
た
団
員
は
、

現
在
二
十
五
人
に
減
っ
て
い
る
と
か
。

練
習
日
は
、
毎
週
金
曜
日
で
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
八
時
ま
で
、
中
央
公
民

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

．
人
で
は
、
歌
え
な
く
て
も
、
み

ん
な
で
な
ら
歌
え
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の

解
消
、
発
表
会
の
緊
張
と
う
ま
く
で
き

た
と
き
の
う
れ
し
さ
、
楽
し
さ
…
…
・
」

「
家
族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
と
て
も

で
き
ま
せ
ん
。
時
間
の
や
り
く
り
を
し

て
歌
う
こ
と
が
楽
し
い
。
金
曜
日
の
夕

食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
毎
週
決
ま
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
…
・
・
・
・
」
と
主
婦
の
か
た
が

た
の
声「

女
性
が
多
い
の
で
楽
し
い
で
す
。
」

と
い
う
男
性
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
団
員
募
集
中
、
練
習
の
見
学

も
で
き
る
そ
う
で
す
。

▲市民音楽祭にむけて練習に励む

みなさん
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高
萩
出
身
で
オ
ペ
ラ
に
取
り
組
ん
で

い
る
女
性
、
国
井
美
香
さ
ん
が
十
月

十
三
日
⑧
午
後
二
時
、
ふ
る
さ
と
の

文
化
会
館
で
初
め
て
の
ソ
プ
ラ
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
き
、
「
歌
の
こ
こ
ろ

は
世
界
共
通
、
高
萩
の
人
た
ち
に
も

ぜ
ひ
オ
ペ
ラ
を
唖
と
は
り
き
っ
て
い
ま

す
。

国
井
さ
ん
は
、
高
萩
市
春
日
町
生
ま

れ
。
日
立
二
高
か
ら
武
蔵
野
音
楽
大
学

の
声
楽
科
に
進
み
、
卒
業
後
さ
ら
に
、

東
京
音
楽
大
学
研
究
科
の
オ
ペ
ラ
コ
ー

ス
に
入
り
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

音
楽
の
才
能
に
優
れ
、
中
学
校
で
は
、

蕊
②

ふ
る

§

｜
と
高
萩
で
初
の
リ
サ
イ
タ
ル

オ
ペ
ラ
に
取
り
組
む
国
井
美
香
さ
ん

蟻
:鐸

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
ホ
ル
ン
を
吹
く
か
た

わ
ら
、
合
唱
部
で
も
活
躍
、
高
校
二
年

生
の
と
き
、
教
育
実
習
の
音
楽
の
先
生

や
担
任
の
先
生
に
、
「
声
楽
」
を
專
門
に

勉
強
し
て
み
て
は
…
。
と
勧
め
ら
れ
た
の

が
こ
の
道
に
入
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
と
の
出
会
い
は
大
学
に
入
っ

て
か
ら
。
演
技
を
し
な
が
ら
歌
う
オ
ペ

ラ
に
感
激
し
、
そ
れ
以
来
ど
う
し
て
も

オ
ペ
ラ
歌
手
に
な
り
た
く
て
、
現
在
は
、

東
京
音
楽
大
学
オ
ペ
ラ
科
の
助
手
を
し

な
が
ら
、
ま
た
、
二
期
会
の
研
究
生
と
し

て
勉
強
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
国
井
さ
、

蕊

篝

蕊燕瀧蕊蕊
、

ー易藤騨霞…識辮…挙蓉…誇舞舞患霊

心をこめて歌います

》
ん
で
す
ｃ

昨
年
の
六
月
に
は
、
日
伊
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
応
募
者
約
百
二
十
人
の
中

か
ら
、
一
次
、
二
次
、
本
選
を
経
て
、

み
ご
と
五
位
に
入
賞
、
さ
ら
に
そ
の
実

績
が
認
め
ら
れ
て
、
今
年
は
、
文
化
庁

か
ら
特
に
全
国
で
五
人
だ
け
と
い
う
、

「
国
内
研
修
員
」
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

そ
の
実
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
井
さ
ん
の
夢
は
、
大
舞
台
で
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
オ
ペ
ラ
を
歌

う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、
イ
タ
リ
ア

に
留
学
し
て
、
風
土
の
中
で
生
ま
れ
た

本
場
の
音
楽
を
勉
強
し
た
い
と
意
欲
を

み
せ
ま
す
。
十
月
十
三
日
の
リ
サ
イ
タ

ル
で
は
、
初
め
て
オ
ペ
ラ
を
聰
く
人
に

も
あ
ま
り
抵
抗
が
な
い
よ
う
に
、
「
さ
く

ら
貝
の
歌
」
や
「
波
浮
の
港
Ｌ
な
ど
の
日

本
歌
曲
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
十
五
曲

を
披
露
す
る
予
定
で
す
。
（
入
場
無
料
）

「
高
萩
市
は
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
希

望
の
あ
る
ま
ち
。
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル

は
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ふ
る
さ

と
に
恩
返
し
の
気
持
ち
で
歌
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
聴

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ
で
幸
せ
で

す
。
」
と
謙
虚
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

~為

赤
浜
田
園
都
市

ト
ー
セ
ン
タ
ー
の
東
側

ン
（
鹿
島
神
社
境
内
）

ゼ
に
、
敬
老
の
日
の

し
｜
お
年
寄
り
の
た
め

九
月
十
五
日
側
、

プ
業
の
ク
ロ
γ
ケ
‐

蕊
鎧
湿

彌
吹
二
十
五
メ
ー
ト
ル

大
き
さ
は
、
縦

ケ
蓉
碓
純
紺
蝋

町
域
の
人
た
ち
約
百
二

ク
地
十
人
が
、
整
地
か

一
」
’
ら
竹
囲
い
ま
で
全

ＩⅡ
ソ
部
自
分
た
ち
の
手

寄
に
よ
っ
て
作
っ
た

年
も
の
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
か
島
練
習

お

場
が
欲
し
い
と
の
申
し
入

封
蕊
雛

で
作
る
こ
と
に
決
ま
り

露
議
蕊
畢
蕊
霞
蕊
潅
篝

蓮

鈴木智惠子

さん

（赤浜）
謹
溌
溌
懲

七
月
に
は
、
全
員
で
杉
林
だ
っ
た
境
内

の
木
を
切
り
、
ブ
ル
を
入
れ
て
整
地
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
月
に
は
二
班

に
分
け
、
農
作
業
で
忙
し
い
中
を
、
竹

を
切
っ
て
竹
囲
い
を
す
る
な
ど
、
太
平

洋
を
一
望
で
き
る
す
ば
ら
し
い
練
習
場

が
完
成
、
敬
老
の
日
の
す
て
き
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

赤
浜
の
区
長
、
関
鎌
吉
さ
ん
は
、
「
山

を
切
り
開
い
て
の
た
い
へ
ん
な
作
業
で

し
た
が
、
地
域
の
人
た
ち
の
ほ
ぼ
全
員

が
参
加
、
み
ん
な
の
協
力
の
た
ま
も
の

で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
れ
で
思

い
っ
き
り
練
習
が
で
き
る
と
た
い
へ
ん
喜

ん
で
い
ま
す
。

ｑ
作
業
に
励
む
赤
浜
地
域
の
み
な
さ
ん

竹
囲
い
も
で
き
て
ほ
ぼ
完
成

謹
繍

謹
議

灘溌蕊溌織蕊灘 灘繍繍鱗繍
蓮､＃ :瞳い-沙
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四
十
歳
か
ら
の
健
康

Ｉ
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
ト
ッ
ブ
ー

昭
和
五
十
九
年
の
高
萩
市
内
の
死
亡

原
因
の
第
一
位
は
、
そ
れ
ま
で
長
い
間

占
め
て
い
た
脳
卒
中
に
代
わ
り
、
初
め

て
が
ん
が
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
全
死
亡
数
の
約
二
十
五
％
を
占

め
、
四
人
に
一
人
が
、
が
ん
で
死
亡
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
が
ん
退
治
に
は
、
健
康
診
断
・
早

期
発
見
が
キ
メ
テ
ー

が
ん
は
成
人
病
の
一
つ
で
す
。
こ
れ

霞

掌,

灘蕊1謹霞壷;#"山？
2歳児歯科健診にて

細金真理子ちゃん（4歳）と

美沙子ちゃん（2歳）と

お母さんの京子さん

下手綱1976の1

美沙子ちゃんのお気に入りは，ブー

ちゃん（ブタさん）のぬいぐるみ。い

つもいっしょに寝ているの.／

お姉ちゃんの真理子ちゃんと，ブロ

ック遊びをしたり，砂場で遊んだり。

「何でも食べるんですが，少しやせす

ぎなんですよ｡｣とお母さん。

ら
の
病
気
は
、
四
十
歳
ご
ろ
か
ら
増
加

し
て
き
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
年
一

回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
体
の
不
調
で
も
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
專
門
医
に
み
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
ｃ

十
月
十
日
か
ら
は
、
「
四
十
歳
か
ら
の

健
康
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
も
う

一
度
自
分
の
健
康
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
の
危
険
信
号
八
か
条

①
胄
・
・
冑
の
具
合
が
悪
く
、
食
欲
が
な

く
好
み
が
変
わ
っ
た
り
し
な
い
か
。

②
子
宮
…
お
り
も
の
や
不
正
出
血
は
な

い
か
。

③
乳
房
…
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
は
な
い

か
。

④
食
道
…
飲
み
こ
む
と
き
に
、
つ
か
え

る
こ
と
は
な
い
か
。

⑤
大
腸
・
直
腸
…
便
に
血
や
粘
液
が
混

じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

⑥
肺
・
・
・
咳
が
続
い
た
り
、
タ
ン
に
血
が

混
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

鴎 グ

ー

七
月
の
冑
集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
か
た
、
申
し
込
ん
だ
が
都
合
で

で
き
な
か
っ
た
か
た
の
た
め
に
、
今
回

初
め
て
追
加
の
検
診
日
を
設
け
ま
し
た
。

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
…
三
十
歳
以
上
の
市
民

と
き
…
十
一
月
二
十
九
日
勘
、
三
十
日

出
、
午
前
六
時
～
七
時
三
十
分

（
受
付
）

と
こ
ろ
．
・
・
中
央
公
民
館

定
員
…
二
百
名

自
己
負
担
金
…
五
百
円

※
申
し
込
み
は
、
十
月
末
日
ま
で

市
役
所
衛
生
課
念
二
三
’
二
二
一

内
線
三
六
三
、
三
六
四

ふ
れ
あ
い
、
か
た
り
あ
い
、
ま
な
び
あ
う

喉
頭
…
声
が
か
す
れ
た
り
し
な
い
か
。
（
定
員
四
十
人
）

か
い
よ
う

⑦
舌
・
皮
層
…
治
り
に
く
い
潰
瘍
は
な
実
施
期
間
十
一
月
五
日
、
六
日
、
七

い
か
。
日
、
八
日
、
十
日
、
十
二

③
腎
臓
・
膀
胱
・
前
立
腺
…
尿
の
出
が
日
の
六
日
間

悪
か
っ
た
り
、
血
が
混
じ
っ
た
り
会
費
千
円
（
教
材
費
）

し
な
い
か
。
申
込
先
十
月
二
十
日
⑧
ま
で
に
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

〃
が
ん
〃
か
ら
命
を
守
ろ
う
Ｊ
、
童
一
三
’
七
一
七
七

胃
集
団
検
診
の
お
し
ら
せ
教
室
内
容
交
際
・
婚
約
そ
し
て
結
婚

へ
の
提
言
、
ケ
ー
キ
の
作

七
月
の
冑
集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
な
り
方
、
市
内
史
跡
巡
り
、

か
つ
た
か
た
、
申
し
込
ん
だ
が
都
合
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
パ
ソ
コ

で
き
な
か
っ
た
か
た
の
た
め
に
、
今
回
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
実
践
教
室

初
め
て
追
加
の
険
診
日
を
設
け
ま
し
た
。
な
ど
。

対
象
者

青
年
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
Ｊ
、

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
独
身
の
男
・
女

1
1

鴬 お

：:： 子来
受講生を募集します／ ： さ年

；:： んの

鳶 を四
～勤労青少年ホーム各種講座～

鳶募月
＃集か

･対象者市内に居住または勤務する独身の男 ：： し ら
目:： ＋ ､

、女 ；;； ま
；； す幼

●実施期間 60年10月から61年3月までの月3回 ;: 。稚

時間は午後6時30分から8時30分ま ： 屑
でです。 葺 入

鳶 る

・申込先 10月19日(土)までに勤労吉少年ホーム ;i;
：ii

へ恋23-7177 常 △
鷲 ロ

募集講座 （敬称略） § わ

市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

ｰ

入
園
資
格

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。

願
書
受
付

昭
和
六
十
年
十
一
月
五
日
㈹
か
ら
十

一
月
十
一
日
㈲
ま
で
。

時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま

で
各
幼
稚
園
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
百
六
十
人

秋
山
幼
稚
園
百
六
十
人

東
幼
稚
園
八
十
人

松
岡
幼
稚
園
八
十
人

※
い
ず
れ
も
一
年
保
育
で
す
。
詳
し
く

は
、
教
育
委
員
会
学
務
課
冠
二
三
’
二

一
二
ま
た
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講雛蕊鍵韓
瀬戸房子 20人

鋳＃鍵'i"

茶道教主

雛実＃瀧i§ M日I ：

火曜日

受講料

月1,500円

1.000円着付教室

書道教室

いけ花教室

料理教室

曜日

曜日

曜日

金曜日

F佐美幸子 20人水
木
一
金
一
，
和

円
円
円

０
０
０

０
０
０

５
０
０

６
垂
Ｑ
毎
ｑ

ｌ
３
３

跡
一
判
一
鰯

陽子 20人

20人ギ

令子｜各15ノ
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現
在
、
市
全
域
の
市
道
路
台
帳
整
備

の
た
め
、
市
道
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。私

道
、
そ
の
他
の
道
路
等
で
市
道
編

入
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
建
設
課
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
編
入
に
あ
た
っ
て
は
、
市
道

の
認
定
基
準
に
基
づ
く
要
件
が
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限
十
月
三
十
一
日
嗣
ま
で

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
へ

市
道
編
入
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

違反建築なくして住みよ(1街づくり

＝建築する時の手続＝

建築（新築，増築改築移転）する時は，県の建築主

事の確認を受けてから工事に着手しましょう。

工事の際には，必ず確認済の標示板を掲示しましょう。

謎

こ
の
制
度
は
、
計
量
士
が
直
接
、
事

業
所
等
に
お
伺
い
し
て
、
は
か
り
の
出

張
検
査
を
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
計
量

士
に
よ
る
検
査
を
う
け
れ
ば
、
市
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
計
量
器
定
期
検
査
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
事
業
所
等
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

蚕
に
さ
い
Ｏ

ｏ
は
か
り
の
数
が
多
い

計
量
士
に
よ
る
は
か
り
の

代
検
査
制
度
に
つ
い
て

冠
二
三
’
二
二
一
内
線
四
○
一

確

晶
噌
、
鷲
哩
騨
唖
哩
、

ー

｜’

※建築基準法は，建築物の安全を確保し， みなさんの生命，

健康，財産の保護を図ろうとするものです。

みなさんで協力して明るい街づくりに努めましょう。
ー~

消
防
署
で
は
、
例
年
多
い
タ
バ
コ
の

投
げ
捨
て
や
、
子
ど
も
た
ち
の
火
遊
び

に
よ
る
人
家
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た

め
家
屋
周
辺
の
枯
れ
草
な
ど
の
除
去
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
、
消
防
署
（
警
防
係
）
に

ご
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

念
二
二
’
二
二
五
八

○
運
搬
が
困
難

な
お
、
本
年
度
か
ら
定
期
検
査
時
、

従
来
出
張
検
査
し
た
電
気
式
は
か
り
も

一
般
の
は
か
り
同
様
、
す
べ
て
臨
時
検

査
場
持
ち
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
商
工

課
へ
窓
二
三
’
二
二
一
内
線
四
六
二

六
月
二
十
三
日
⑧
、
科
学
万
博
会
場
一
》

茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン
の
お
ま
つ
り
広
場
で
《
年
金
相
談
の
お
し
ら
せ

行
わ
れ
た
、
「
高
萩
市
の
日
」
の
催
事
の
》

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
》
市
主
催
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い
ま

出
演
団
体
等
の
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
》
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
年
金
に
つ
い
て
の

市
民
活
動
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ふ
疑
問
や
心
配
ご
と
に
、
專
門
の
コ
ン
サ

琶
三
’
一
二
二
内
線
二
六
二
一
ル
タ
ン
ト
が
お
答
え
し
ま
す
。
相
談
は
、

※
な
お
、
申
し
込
み
が
多
い
時
は
、
》
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け

》
》
く
だ
さ
い
。

順
番
と
な
り
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

科
学
万
博
「
高
萩
市
の
日
」

催
事
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て

と
き
十
月
十
七
日
㈱

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

担
当
行
政
相
談
員

人
権
相
談
員

法
務
局
職
員

※
相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

ミ 行
政
相
談
と
人
権
相
談
の

合
同
相
談
会

ヨ

－
カ
ド
ー ー

」
Ｆ
Ｉ
Ｉ

６
号
国
道

は

市民センター

念22-5683
幻

〆

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、
問
い

合
わ
せ
の
相
談
に
応
じ
る
行
政
相
談
員

と
し
て
、
高
萩
市
に
は
神
長
新
一
さ
ん

…
…
島
名
一
、
三
九
四
（
冠
二
二
’
三

七
七
三
）
が
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

児
童
・
生
徒
間
の
「
い
じ
め
Ｌ
は
、

人
権
問
題
で
す
。
「
い
じ
め
」
の
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
で
も
受
け
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

鈴
木
広
次
上
君
田
五
三
七

盆
二
八
’
○
一
○
三

長
久
保
忍
赤
浜
八
五
三

盆
二
二
’
四
四
二
二

山
口
安
一
安
良
川
三
○

盆
二
三
’
六
六
六
五

小
松
正
治
春
日
町
二
二
九

恋
二
二
’
三
○
四
二

と
き
十
月
二
十
一
日
㈲

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

内
容
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
そ

の
他
年
金
全
般
に
関
す
る
こ

と
で
す
。

＊
＊

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

壷
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
二

秋
季
行
政
相
談
強
調
週
間

十
月
十
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
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日曜当番医

10月20日 飯島医院

樋渡医院

大和町 躯

理22

2235

10月27日 大和町 2202

23-1711

22-2306

32 3266

23-3100

11月3日 石 病院 東本町
I

全生堂医院 本町本町

十王町

春日町

11月10日
卜王医院

滝川医院11月17日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

○
日
高
十
郎
さ
ん

三
千
円
社
会
福
祉
へ

○
吉
田
洲
峰
さ
ん
春
日
町

五
万
円
社
会
福
祉
へ

○
市
口
一
男
さ
ん
下
手
綱

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
江
尻
光
昭
さ
ん
本
町

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

新涼の頃 善
意
あ
ｈ
／
が
と
う

すすき

芒の穂も出揃い， いよいよ新涼の月である。

高萩の市花である，山萩がたわわに咲いた山手

□－ドウェーをドライブするのも快適である。君

田や大能では特産の，なめこや椎苣もこれからが

最盛期を迎える。（
，
》 絵と文伊藤龍馬

刀
剣
・
槍
・
長
刀
・
鎧
・
か
ぶ
と
等

の
名
品
を
展
示
し
、
観
賞
会
や
無
料
鑑

定
会
を
行
い
ま
す
。
刀
や
火
縄
銃
等
は

日
本
の
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
発
見
し

て
お
困
り
の
か
た
に
は
、
銃
砲
刀
剣
の

届
出
や
保
存
・
研
磨
・
手
入
れ
等
に
つ

い
て
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

と
き
十
一
月
二
日
出
～
四
日
㈲

午
前
十
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
歴
史
民
俗
資
料
館

囮
寄
贈
図
書
館
へ

古
耆
寄
贈

○
下
河
辺
透
さ
ん

○
舟
生
直
男
さ
ん

○
鈴
木
綾
子
さ
ん

園
圃
固
圏
画
風
圃
画
圃
圃
園
固
画
画
画
固
画
圃
園
園
圃
圃
画
圃
画
圃
画
園
園
圃

日
本
刀
の
展
示
と

無
料
相
談
会

みなさんで

お出かけください.／

第8回公民館まつり

10月26日(上）
の2日間

27日旧）

当
ごこ

高
浜
町

本
町

大
和
町

午前9時30分～午後4時

（ただし， 27日の発表の部は

午後3時まで｡）

中央公民館，市民体育館

展示の部，発表の部，バザー

の部， 日用品即売会，食堂の

部

相
談
員
県
銃
砲
刀
剣
登
録
審
査
員

主
催
高
萩
市
教
育
委
員
会
、
財
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
茨
城
県
支
部

ろ

ものＬ

と
催

二

※家庭で使わずに不用となっている日用

品等がありましたら， 日用品即売にどう

ぞ／ 中央公民館で受け付けします。

(a23-1125)

第
三
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
き
十
一
月
十
七
日
⑧
予
選

十
一
月
二
十
四
日
側
決
勝

出
場
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
者
で
学
生
は
除
く
。

出
場
料
二
千
円
（
先
着
百
名
ま
で
。
）

参
加
申
込
十
月
十
五
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
に
出
場
料
及

び
カ
セ
ッ
ト
を
添
え
て

※
問
い
合
わ
せ
先
文
化
会
館

ａ
二
三
’
七
四
一
一

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…
：
…
…
…
…
…
…
・
●

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文

化
会
館

十
月
二
十
日
⑧
午
後
一
時
、
四
時

二
葉
百
合
子
シ
ョ
ー

入
場
料
二
、
三
○
○
円
（
全
席
自
由
）

当
日
二
百
円
増

10""":簿蕊噂認鋳館
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－テレフォンサービス｢市政案内｣は23-1151 . 1152です


